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－ 経　緯 －
令和６年５月、鉄道・運輸機構が

「2030年度末の開業は極めて困難であ
る」と国土交通大臣に報告し、新たな開
業年度は示されませんでした。
令和７年３月に北海道新幹線（新函館

北斗・札幌間）の整備に関する有識者会
議において、検討を進めた結果、札幌延
伸は概ね2038年度末頃の完成・開業を
見込んでおり、工程への影響が大きいリ
スクが発現した場合は、さらに数年単位
で遅れる可能性があると発表されまし
た。
報告を受け、中野国土交通大臣から、鉄道局及び鉄道・運輸機構に対し「トンネルの貫通に一定の目途が立っ

た段階で、改めて全体工程を精査すること」と指示がありました。
そこで、令和７年４月４日、中野国土交通大臣に対し、北海道新幹線建設工事に関する緊急要望をおこない

ました。要望には北海道知事をはじめ道議会議長や木幡町長も出席いたしました。

要望内容（要約）
◎�改めて全体工程を精査し、一日も早い開業時期の明示
◎�完成・開業の大幅な遅れに伴う各方面への影響を把握し、幅広い分野を包括的に支援する政策パッケージの
作成など、政策をあげて検討・実施

◎�事業費の増に伴う地方負担が発生しないよう、新たな財源の確保
◎�工期短縮に向けた検討を継続し、一日も早い完成・開業を目指す

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の建設工事に関する緊急要望をおこないました北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の建設工事に関する緊急要望をおこないました

（要望の様子）

『ＪＲ二股駅の存廃に関する説明会』開催
ＪＲ北海道では、「利用実態がほとんど無い駅」が多数存在する中で、利用実態が無くても定期的に巡回・施設の維

持管理を行い、人件費のほか、電気代、除雪費、修繕費などの維持費が発生し、特に除雪については、要員の確保もで
きない状況であり、施設の老朽化も進み、近い将来ホームや駅舎の抜本修繕・建て直しなどが必要となっております。
このような状況の中で、全道において極端に利用の少ない駅の見直しを進めているところで、長万部町のＪＲ二股駅

が該当する駅となっていることから、その検討を進めざるを得ない状況であるとの連絡がありました。
つきましては、下記の日程で説明会を開催いたします。地域の皆様と直接対話することにより、地域のご意見ご要望

を把握し、方向性を決定していきたいと考えておりますので、たくさんの参加をお願いします。

【お問い合わせ先】 長万部町役場 まちづくり推進課　☎２－２４５０

開　催　日　時 会　場 〔参考〕参集対象地域
５月１７日（土）10：30～ 双葉振興会館 字双葉・字知来ほか町内全域
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